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理念と目的　01

〇子どもたちの「生きる力」を育む

　　変化の激しい社会を生き抜くために必要な力、例えば、課題解決能力、創造

　　力、コミュニケーション能力、協調性などを育成すること

〇学校と地域社会の連携を促進

　　学校と地域、企業が連携することで、子どもたちにとってより豊かな学びの

　　場を提供し、地域全体の活性化に貢献すること

〇Society 5.0時代に対応した人材育成

　　AIやIoTなどの技術革新が進むSociety 5.0時代において、求められる人材を育

　　成すること。特に、デジタル技術を活用する能力や、変化に対応できる柔軟

　　性などを重視

理念

〇学校と地域社会、企業との連携をコーディネートし、教育活動を支援すること

〇子どもたちを対象としたキャリア教育、プログラミング教育、その他体験学習

　の機会を提供すること

〇地域住民向けのデジタル活用支援や、地域課題解決に貢献する活動を行うこと

〇デジラポを地域の人々が集い、交流し、学び合う拠点として運営すること

〇「子ども第三の居場所」事業の実施

目的

01

※ラポールくしろと同等



業務内容02

令和６年度実施概要

1.Digital Stationデジラポの運営
デジラポは、多世代交流拠点として地域社会の活性化に貢献することや、デジタル技術を活
用した教育・体験機会の提供を通じて子どもたちの生きる力とデジタル人材の育成を目指し
た「子ども第三の居場所」としての確立を目指した。
安定的な運営のための、協賛企業や企業版ふるさと納税による協賛金集めや、各種イベント
や物販による自主事業等で予算確保を講じた。
また、「Digirapo Times」を3ヶ月に1回発行し啓蒙活動を実施した。その他FB也インスタに
よる情報発信を行った。

2.キャリア教育
釧路市ビジネスサポートセンターk-Bizや各種講師の協力のもと、小中学校でキャリア教育
プログラムを実施。「企業課題を解決する」「釧路の観光産業を盛り上げる」というテーマ
で、子どもたちが企業から与えられた課題に取り組む形式や「マナー講座」で社会へ出る準
備としての学びを実施。
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4.体験会・ワークショップ
様々なテーマで体験会を実施し、多くの子どもたちが参加した。
月1回の開催を目標にプログラミング体験やサウンドロゴ制作を実施した。
また、SEMSと連携し「今さら聞けないスマホ、パソコン相談」を開催（1～3月、5名8回）

5.地域活動への参加
くしろ霧フェスティバル、釧路町キッズフェスタに出前講座として出店、普段利用できない
小学3年生以下の子どもたちにも、オリジナルTシャツやうちわの制作、VRやViscuit体験な
どを通してデジタル機器に触れる機会を提供。
また、3月末には新4年生向け体験会を実施。

6.くしろステップアップサポート.netの設立
不登校支援を行っていくための団体として、地域内の関係施設代表や不登校の子どもを持つ
親の会代表をはじめ北海道議会議員を顧問に11月設立。ラポールくしろとしては事務局的な
活動を担い、今後釧路市にその支援体制を要望していく。

7.まちなかを「学生の街」にするコンソーシアム設立に向けての動き
高等教育機関４校交流まちなかサテライト実施後、学生の思いや各校の課題感から、釧路の
まちなかを「学生の街」というコンセプトでこれからのまちづくりに付帯させると言う考え
のもと、４校の学長と協議した。
今後コンソーシアムを立ち上げ、釧路市や関係機関と連携し推進する。

3.釧路市受託事業
産業推進室より「未来映像プログラム」、都市経営課より「高等教育機関４校交流まちなか
サテライト」の各事業を受託し、高校生や大学生を対象とした事業を展開した。
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２．利用者数

デジラポ利用状況03

１．登録者数
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※ラポールくしろとして
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